
第 39号 2008年 6月
(題字 :員仁田 勉 初代会長)

発行人 :加藤 栄護 編集長 :服部 尚彦 事務局長 :吉田 博行
事務局 :〒 153-∞53 日黒区五本木2-47-5 Te1 03-3713-2096

2008年定時総会開催のご案内
第9回目黒稲門会総会を7月 6日 (日 )下記の通り

開催いたします。

先ず総会では、前年度の事業報告、決算及び監査報

告、役員の改選と新役員の選出、平成20年度事業計

画と予算案等重要事項の審議が予定されております。

総会に続いて恒例の懇親会が行われます。 回を重
ねる毎に親睦の輪が広がり、益々の盛り上がりを見て

いることでもあり、今回は演奏や出し物は見送り、専

ら美味しい飲み物と食事を楽しみながらゆっくりとご

歓談頂くことと致しました。

つきましては、会員ならびにご家族の皆様には、引

き続き積極的なご参加を御願い致します。また、毎回

ご案内しておりますが、年会費をご負担されながら此

れまで何の会合にも参加されなかった会員の皆様に

は、この機会に是非参加されて歓談の輪に加わり、楽

しんで頂きますようお待ちしております。

言己

日時  :2∞8年 7月 6日 (日 )
受付開始   15時 30分
総会・懇親会 16時～ 19時

会場  :こ まばエミナース

目黒区大橋 2‐ 19-5

電話     03‐ 3485-1411(代 )
交通  :井の頭線 駒場東大前駅下車

下北沢駅寄り改札日から徒歩7分

会費 :8,000円 (同伴家族 5,000円 )

当日会場受付にてお支払い下さい。

なお、当日キヤンセルの方は会費をご負担

願います。

送迎 :こ まばエミナースの送迎バスを運行します
のでご利用下さい。

①目黒駅付近  15時 10分発
(目黒通りみずほ銀行前付近)

②中目黒駅付近 15時 20分発
(山手通リツタヤ前付近)

★ 同封の返信用ハガキを6月 12日 (木)ま でにご

返送下さい。なお、送迎バスご利用の方は利用

番号 (①または②)を明記してください。

(島田 記)

一日黒稲門会役員会 100回記念寄稿一
『それは下目黒住区から始まった』

去る2月 1日 、1∞ 回目の役員会を迎えて初代樋口

定廣事務局長、2代目岩崎事務局長、そして3代目の

小生が次なる4代目事務局長に継承して、さらなる100

回へ続くことを祈念してリレー寄稿で綴りました。

≪初代事務局長 :樋口定廣 (昭和 17年 専法 )≫
― ドゲ ンカナルー

平成 10年 10月 23日 21名の同窓が目黒稲門会準備

委員として、第 1回設立準備委員会を開くため、下目

黒住区センターに集合した。早稲田でほんのすこし初

顔合わせを2回 しただけなのに、会話は専ら学生時代

の昔話に花が咲き10年来の既知の如し。会を重ね第

7回で役員候補を選ぶ。会長を除き実務者 (内々学生

課と人脈を持つて既に創立の下準備をしていた土川氏

を副幹事長に、幹事長浅海氏、事務担当にPC堪能な
岩崎氏、会計は他会で活躍していた薪塩氏)の決定は

スムースに視たが、事務局長職に就いては室内寂とし

て声なく、土川氏力Ⅵ 生ヽを呪む為、「ドゲンカナル」と

思い、手を上げて大声で承諾した。会長は、今は亡き

中沢氏の推薦で名副知事員仁田氏を全員一致賛同し、

12月 16日東京都競馬llmに小生を含む12名が員仁田氏

を訪間、会長就任を要請し1央諾を得。会員がなかなか

集らず、専ら書簡で会員の勧誘をしたが、返事の中に

は東京に大学が在るのに倉1会の必要なし云々等、桜井

氏、島田氏、郡山氏 (世田谷在住)の三羽鳥の入会は

今でも感謝している。平成 H年 1月 27日 第 13回 を
以って総会の最終打ち合わせを全て終了。平成 H年
1月 30日恵比寿ウエステインホテル東京にて、設立総

会・親睦会の運びとなった。

想い出は尽きないが、事務局長として、会の発展は

親睦が第一。旅行を計画、6月 初旬に熱海岡本ホテル

で同行の士による趣味。書6会の一層の発展を望み、囲

碁・麻雀・カラオケを楽しみながら、喉越しにアル

コールを嗜み一夜を共にする旅行を実行した。12年

H月 7日 から5泊 6日 の具仁田会長斡旋による親睦中

国旅行は特に想い出深いもので今も′し、に残っている。
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役員会の意見を聞き、旅行・ゴルフ・囲碁 。麻雀・グ

ルメ部会を立上げた想い出や、フランス文学の名誉教

授・学報編集委員会の本部委員で今は亡き品田一良邸

でワインをご馳走になりながら会報のイロハを学

び、大山氏 。杉浦氏の編集力を借り会報を発行。桜

井氏紹介で (品川稲門会副会長中沢女史経営会社)封

筒・図面袋など特低価作成、亦、丸山忠久氏の将棋王

座祝賀会を開催した想い出が甦つてきます。事務局長

時代は独断専行を戒め裏方に徹し、自我を捨て、全て

の事項に対し馬鹿と言われる程 (真馬鹿かも?)正副

幹事長に相談し、特に人事案件に関しては会長の意見

を求めた。正副幹事長から後指さされる事は無いと自

負している。

≪第 2代事務局長 :岩崎正夫 (昭和 47年 商 )≫
― もうひとつの大学、事務局長時代―

樋口・初代事務局長のあと、3年間事務局長を務め

ました。在任中、東京23区の校友会組織が正式に支

部として発足。初代担当区として目黒が指名され、

員仁田前会長のもと、秋の稲門祭、春の23区大会を仕

切らせていただきました。稲門祭では稲門OBが トッ

プ・役員として活躍されている全国酒造メーカーにお

酒をご寄付頂いたり、各区稲門会からバンド・お囃子

などの出演をいただいて大限庭園が大いに盛り上がり

ました。また、不明朗な運営をしている稲門会に対し、

員仁田前会長が23区支部長として決断・行動され、無

事正常化できたことも記憶に新しいところです。

ご存知のように目黒稲門会は発足当時から「運動部

マネージャー出身」の幹事長・副幹事長がきめ細かな

日配りでポイントを押さえています。また随所に運動

部ご出身の先輩方が要職を固められています。私は事

務局時代、この先輩の方々から会の運営法。人との付

き合い方を教わりながら実行部分を担当していました。

学生時代、運動部には縁がなかった (広告研究会所属・

後藤克彦会員の後輩)のですが、この3年間の経験に

より組織マネジメントの実地を学んだ気がします。

学生時代は「商業・マーケテイング」、そして事務

局長時代は「生きたマネジメント」・・。早稲田で2倍

学ぶ機会を得た私はラッキーです。

現在は仕事中心でなかなか行事に参加できません

が、機会があれば顔を出そうと思っています。8月 で

還暦。同期の友人たちが次々と退職しています。今後

は退職した友人を勧誘する「リクルート担当」などで

協力できたら、とも考えています。

≪第3代事務局長 :吉田博行 (昭和42年 政経 )≫
一 日黒稲門会iま「永遠」です―

目黒稲門会事務局長を拝命して、3年が経ちました。

ひょんな事から事務局長という小生には無謀な大役を

引き受けることとなり、恐れ入っている次第です。

想い起こせば、平成 17年の1月の役員会、時間より

チョッピリ早めに会場の下目黒住区センターに到着し

ました。一階のロビーに会長、幹事長、副幹事長が何

やら相談をしていました。軽い気持ちでと挨拶して通

り過ぎようとしましたら、会長に呼び止められまし

た。それが縁で現在に至っています。

高校の後輩であつた前事務局長の窮地を救う「オタ

スケマン」として引受けることになりました。これも

「NO」 と言えない優柔不断の性格がもたらした災いな

のか、天が授けた運命なのか、お陰様で現役の時より

日々忙しく過ごしています。

引き受けてから事務局の仕事を何も理解できていな

いことに気が付き、日黒稲門会とは、校友会、23区支

部、稲門祭、等々自問自答を繰り返しました。優しく

厳しい先輩諸氏から、新しい課題を頂戴して、引継ぎ

の時には聞いてないぞと密かに怒る事もありました。

ぐっとこらえてあれから3年、総会を3回、新年会を

3回、役員会は33回 、いつの間にか、通算 1∞ 回目の

役員会を迎えていました。

母校のビッグイベント、創立 125周年記念事業にも

参加して、稲門会としての責務を果たすことが出来ま

した。それもこれも、先輩諸兄のご指導と役員会を構

成する幹事諸兄の協力そしてすべての会員諸氏の温か

いご理解の賜物と感謝を申し上げます。

母校早稲田大学は勿論、日黒稲門会は「永遠」です。

次なるlCXl回を目指して、その歴史を積み重ねる共同

作業に参画できることは素晴らしいことと思います。

来年、日黒稲門会は節目の創立10周年を迎えることに

なります。次期4代目事務局長に引き継ぐまで初代が

苦労して、2代目が頑張り、築き上げた事務局の伝統

を、3代目の小生も微力ながら努力を重ねる所存です。

会員の皆様と共に、目黒稲門会を明るく、楽しい親

睦の会にしていきたいと願い、今後とも一層の温かい

ご理解、ご協力をお願い申し上げますc

長谷川喜美子氏 (昭和 42年 文)
趣味 :ガーデニング、サイクリング

お仲間に入れて頂きまして再び早稲田

の雰囲気に浸れますことを喜んでおり

ます。どうぞ宜しくお願いいたします。

村上 柾氏 (昭和 44年 政経 )
退職を控え、新たな交流の場に加り

度く存じます。

稲垣博信氏 (昭和
“

年 政経)
今年5月 一杯でサラリーマン生活卒業

となります。地域の諸先輩皆様のお仲

間に入れて頂き人生学習を続けたいと

思います。 趣味 :読書・パソコン

∩
凸ヽ
捌
阿
豊
Ⅲ
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『東京都23区支部大会 講演会・懇親会開催』
平成20年 3月 21日 、リーガ・ロイヤルホテルに於

いて23区支部大会が開催されました。

講演者が森元総理 (35年商)と いうこともあり、参

加者は3∞名程と、今までにはなく会場立見の方も出

られる多数の方の参加で、盛大に行われました。

目黒稲門会からも12名の方が出席され、特別に用

意された大きな円卓を全員で囲み、和やかな一時を過

ごしました。

森元総理のお話は、評判通り多岐にわたり、なかな

か楽しいお話ばかりで、ご本人も時間が足りなかった

ようでした。同窓の方ばかりということで、他では聞

くことのできない内内のお話し、早稲田の学生時代か

ら現在の政局まで、会場は終始笑いに包まれ稲門の輪

が広がりました。

また、懇親会でのハープとフルートの二重奏も、女

子学生の方の若さに溢れる華やかな演奏でした。

麻 雀部 会

(1)定例麻雀大会

2月 24日 (日 )、 武蔵小山の麻雀クラブ「サン」に

於いて本年初の第33回定例麻雀大会が開催されまし

た。競技に入る前には横山副会長により会報掲載用写

真撮影が行われ、全員神妙にカメラに向かいました。

和気調々の中にも 実年齢を超越した力の入つた半
チャン4回の競技の結果、優勝は鈴木氏、準優勝は鵜野

氏、三位は幹事の大杉氏と実力者が入賞されました。

(2)今後の大会予定

次回の定例麻雀大会は6月 1日 (日 )を また三区(目

黒・渋谷・世田谷)連合親善麻雀大会は世田谷稲門会

の幹事により8月 23日 (土)を夫々開催予定しておりま

す。皆様奮ってご参加ください。

ゴル フ部会

4月 22日 、第22回 ゴルフ会を千葉県市原市のオー

クビレッジゴルフクラブにおいて行いました。

参加者は22名で、前回より7名増、天気にも恵まれ

和気調々とプレーしました。18ホールのうち13ホール

まで、池やクリークが絡んでおり、難易度の高いコー

スでしたが、実力者の3人の方が上位を占めました。

優勝は村上明子氏、準優勝は外岡 明氏 3位は
市瀬達夫氏でした。コンペ終了の後、小パーテイ、引

続き帰路のバスの中での飲み会と大いに盛り上がり楽
しい一日でした。

次回の例会は 10月 を予定しております。より多く
の方が参加されますよう企画いたします。詳細決まり

次第、前広にご連絡いたします。

囲碁部 会

部会創立から、はや9年の歳月が流れ、昨年は多く

の新会員の加入があり、分厚い構成となりました。

部会は打ち手の数が多い程楽しく賑やかになります。
一年の教練の成果を第8回オール早稲田囲碁祭に発

揮すべく努力しています。なにしろ昨年は2チーム参

加して各クラスで優勝し注目を集めました。今年は

300人の参加が可能となり、日黒は2チームlo人の参

加です。

また、早稲田大学囲碁会は昨年、全国大会で二連覇

中の立命館大学を5文寸0で下し、5年ぶり8回 目の全国

優勝を成し遂げました。現役学生も頑張つています。

今後の日程

6月 6日 (金)下目黒住区センター 1時～5時
6月 7日 (土)第 8回オール早稲田囲碁祭

市ケ谷日本棋院2階大ホール

7月 4日 (金)下目黒住区センター 1時～5時
8月     休会

囲碁部会長 保井 正

ゴルフ部会 副部会長  大杉邦雄

23区支部担当幹事 大竹一子

麻雀部会長 松尾洋一
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ウォーキング部会
第 18回  2月 12日 、創部 3周年記念の熱海1泊小
田原城と曽我の梅林巡りは14名参加で、天候の関係

で若干のコース変更はあつたもののほぼ予定通り完歩

しました。詳細は<会員の広場>に掲載の梶恵作氏の

紀行文「熱海・小田原・曽我を訪ねて」をご覧下さい。

第 19回 鶴見駅前の曹洞宗東日本総本山である諸
岳山総持寺からH名で桜の名所巡り。 県立三ツ池
公園は日本の「さくら名所1∞選」に選ばれた公園で、

初めて見る様々な色の桜が春だけで78種、16CXl本以

上観られ、桜図鑑で花色別に集計すると淡紅色 :41

種、紅色 :H、 自色 :H、 濃紅色 :7、 紫紅色 :6、 黄

緑色 :2です。今回は初旬の花見の為染井吉野と枝垂

桜が多く見られましたが、中、下旬が見頃の各種大輪

の八重咲は来期にじっくり観賞したいものです。 三
渓園では大池の周りの満開の桜やこぶし、雪柳を背景

に飛び交う水`鳥の群れは、まさに一幅の絵を見ている

ようでした。 時間の関係で有名な建造物の見学は出
来ませんでしたが、別の機会に一見の価値あるコース

です。 以上今回の歩数は自宅から積算して1万 9千
歩でした。

<夏の開催予定>
★集合は現地駅、小雨決行

第21回 6月 20日 (金)JR逗子駅、午後1時
「紫陽花の三ヶ岡から葉山町木 (黒松)と潮騒を求

めて長者ケ崎へ」

逗子駅―アジサイ公園 (あ じさい3,CXXl株)一森

戸神社―熊野神社―芝崎海岸―山口蓬春記念館

―県立近代美術館葉山館一葉山しおさい博物館

―葉山しおさい公園―葉山公園一長者ケ崎海岸

一漁村の味・魚竹 (夕食)一逗子駅
*7月 休会、8月未定

美 術・ 歴 史鑑 賞部 会

一 天障院篤姫を知る ―

美術・歴史鑑賞部会は、江戸東京博物館で開催中の「天

埠院篤姫展」を3月 15日 (土)に訪ねました。テーマが

放映中のNHK大河ドラマで多くの観客が集つており、
今回も人の波のなかでの鑑賞になってしまいました。

天環院篤姫は、明治維新が内戦になりそうな状況を

避けるのに一役を果しています。会場には、江戸攻め

の官軍隊長 (西郷隆盛)に宛てた嘆願書も展示され、
その間の経緯を語っています。 国が二つに割れ、双
方に外国勢力が介入して争うと、国民に'参階たる不幸

をもたらすことは、現在のアフガニスタンやイラクな

どでも見ることができます。欧米の列強が帝国主義政

策をとっていたこの時代に、日本がこの過ちを犯さな

かったのは、維新に携わつた人たちの識見と努力に負

うところが大きかったのです。

その後、席を江戸東京博物館近くの「天亀八」に移

し、評判の天丼を味わいながら懇談をしました。参加

者各々の明治維新についての考えが披露され盛り上

り、話題は女王エリザベス I世時代のイギリスにまで

及びました。

参加頂いた加藤会長以下 14名の皆様、ご協力あり

がとう御座いました。

カ ラ オ ケ 音β会

新年度4月 H日 (金)に始まり出席者に 19年度の

収支決算書をお渡し致しました。

年間 162名 (除忘年会 H名 )の出席者を得まして、
月平均 13.5名 1人平均3曲が精一杯の進行状況です。

今年度の20年度への繰越金は534円でしたこ

当カラオケ部会は、例年に倣い、発声練習は無く、

乾杯に始まります。新年度スタートは 14名 と平均的

な滑り出しと成りました。

新会員の殆んどが、よん月会からの参加者です。

よん月会共々カラオケ部会にご参力日下さい。

例会日 毎月第2金曜日4時 ～7時
コートダジュール学芸大学店 03-5773-9488

カラオケ部会長   海口昭治

『熱海・小田原・曽我を訪ねて』
梶 恵作 (昭和 37年 政経)

2月 12日熱海駅集合、ウオーキング部会の桑野部会

長以下総勢 14名 (女性3名 )が参加。 当日はあいに
く天候が悪く、雨模様。 最初の目的地である錦ケ浦
公園についた頃は寒い中、傘を差しながら海沿いの崖

上歩道を散策。引き返して次の目的地、熱海城へ向か

う。 遠回りしながら天守閣を見下ろす頂上まで上

美術・歴史鑑賞部会長 八幡和三郎

ウォーキング部会長 桑野祐光
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り、少し下つてようやくお城に到着 (近 くに人形館

も)。  観光用に建てられた熱海城を見学し、帰りは
全員ロープウエイで下山。 市内をしばらく歩き起雲
閣へ。 もともと別荘として建てられたが一時期は旅
館として使われ、有名な文豪達がよく利用した建物で

ある。 洋館と和館が格調高く組み合わされ、大正、
昭和のロマンを漂わせるものがある。夕刻、立花旅館

に入り、浴衣に着替えて宴会広間で会食。先輩の方々

から普段聞くことのできない貴重なお話を沢山拝聴す

ることができた。 2次会は旅館のバーでカラオケに
興じた後、部屋に戻り、時間のたつのも忘れ3次会に

盛り上がる。

2日 目は朝から快晴に恵まれ、熱海梅林をゆっくり

と鑑賞した後、来宮駅から伊東線で小田原へ。 月ヽ田
原城の歴史館を見学しながら天守閣へ上るとその眺め

はまた格別、戦国武将の戦振りが彿彿と目に浮かぶよ

うである。小田原を後にし、御殿場線の下曽我へ。

この辺りは幾つもの梅林が散在しており、それを順に

巡り、宗我神社を経て最終の曽我梅林へ。甘酒を飲み

終わるまもなく、帰宅の途に着くが駅までの道のりは

遠く、途中に出会った小学生の道案内で無事に下曽我

駅に戻る。予定より早く横浜に着き解散となった。

綿密な予定をたて、長い行程をリードしてくださった

桑野様、牧野様、そして親しくしていただいた先輩諸

氏にも感謝しながら2日 間の旅を終えました。

文豪の 館に紅白 梅開く    (熱 海起雲閣)
甘酒に しみいる梅の香 曽我の里 (曽我梅林)

『早稲田、慶応に11連敗 !』
福井正康 (昭和32年 商)

今どきこんな弱い部があるのかと皆様思われるで

しょう。そうです、かなり昔の事です。然し乍らこれ

は50有余年の吾が部の歴史上本当に大きな出来事で

した。

昭和38年 9月 H日夜9時慶応大学日吉の丘で吾々OB
と現役がひつそりと、しかし緊張して対山寺していた。

第 H回早慶バ ドミントン定期戦のあと懇親会も終了
し丘の上には他に人影も無く、風も冷たく首筋を撫で

ていた。すでに監督からは当日の敗戦について全般に

亘る指摘があり、来年に期待する旨の言葉があった。

最後に「誰かほかに意見のある奴はいるか」とのOB
陣に問いかけがあった。

「ハイ」と答えて私は一歩前に進み出た。当時私は

コーチ格で学生の面倒をみていたが懇親会の席上で早

稲田のOBと して発言を求められ「敗者の気持ちは筆
舌に尽くし難いものがあります」などと口走り、かな

り興奮していて、その昂った感情を抑え切れずにいた。

私は即座に上ずった声を張り上げた。

「お前ら !何だ今日の試合は !今日は絶対勝つ筈では

なかったのか !それがたった2勝とはどうゆうわけ

だ?全くだらしが無い !全員反省しろ !明日は全員坊

主になって出て来い |」然しどこからも返事は無く暗

闘のなかで空気が止った感があった。

「どうだ !聞 こえたか !明 日からだぞ !」 私は再度

がなりたてた。一呼吸置いた頃、声があった。「福井

さん !明 日は床屋が休みです !」 と。主将の声だった。

「何 !床屋が休みだ ?」 私は一瞬虚を突かれたが咄嵯

に声を出した。「よし!解った、では火曜日でいいぞ !

記念会堂に2時に集合しろ !以上 !解散 !」。かくし

て日吉の丘でのOB対現役の対決の一幕が降りた。私
がこの様な非常手段に出たのには勿論前提があつた。

早稲田の創部は昭和27年だが、1年後に早くもこの

定期戦が始まったのだ。慶応はすでに 10年前の昭和

17年 に創部しており、大学はおろか全日本でも頂点

に立っていた先駆者であつた。最初から歯の立つ相手

ではなかったがともかく、10年間は胸をかして貰い

たいと頼み込んでの定期戦開催だったと先輩から何度

もきかされていたのである。そしてその 10年は案の

定 10連敗したのだ。

試合は5複 10単の 15試合でランキング順に対戦す

る取り決めで綜合的実力の差は歴然と現れる。当初は

簡単に負けていたが第9回、第 10回では7勝 8敗、7

勝8敗とかなり接近して来た。今年こそ 10連敗に終止

符を打つべくOB、 現役一九となって臨んだ第H回定
期戦ではあつた。当然慶応大学も早稲田のこの意気込

みを察知して万全の構えで待ち受けていた。両校の応

援にも勢い力が入る。だが、試合は終わってみれば早

稲田の2勝 13敗という散々の結果となって仕舞った。

しかも負け方がひどかった。完全な気迫負けであっ

た。OBの無言の怒り、そして現役の絶望感が早大関
係者の全員に漂う感があった。このままではいかん !

何とかしなければと思いはしたが「坊主になって来

い !」の一言は考え抜いたあげくではなく今年も駄目

かとひしがれているその場の空気に応じたものであ

り、多分に私の血液型であるB型によるものと考えら

れます。

さて翌年の第 12回定期戦は早稲田で行われた。直

前早大の主将が負傷欠場した為、早稲田は全員ランキ

ングーつ上位の相手と対戦する羽目になり、暗雲が立

ち込めていた。

然し、全国から必死の思いでスカウトして来た7名

の 1年生が活躍した事もあり劣勢を撥ね返し結局8勝 7

敗で遂に慶応大学に勝利することが出来たのだ。呆然

としていた慶応に比し早稲田の喜びは表現の仕様も無

いほどであつた。私はこの7人の 1年生達を7人の侍と

呼んでいる。出身は聖学院高校、熊本高校、仙台三高、

仙台高校、新潟高校、新潟商校でしつかり勉強して早

稲田へ入学し、入部した連中だ、一浪も二人いる。

この年を境に彼我の戦況は一変した。以後早稲田は

この年を加えて 13連勝し、平成 19年では41勝 14敗

である。立派に慶応大学の皆様に恩返しが出来たと思

うと同時に、深く慶応の諸先輩に感謝する者でありま
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す。ちなみに、今度は連勝が止まった慶応の諸君が丸

坊主になっていた事をあとで知りました。慶応がこの

ままでおめおめと引き下がる筈は無く、心中煮えくり

返る思いで打倒早稲田の戦略を日夜練っていることは

疑いもありません。現在の早慶の戦力の差は入学制度

の違い、また大学の方針の違い等色々あり、一概に強

弱は論ずることは出来ないと考えられます。

最後に吾 O々Bの責務として入部してきた部員力羽子

来思慮分別をわきまえた有為の人材となる様、しっか

りと見守る事と考えております。

(平成 20年 4月 18日 記)

『早稲田大学一シカゴ大学 100年の野球交流』
八幡和三郎 (昭和33年 商)

このたび、創立 125周年記念行事の一環として早稲

田大学―シカゴ大学の野球交流試合が行われ、西武球

場での試合では、桑野順子さん (目黒稲門会桑野祐光

氏夫人)と私が花束贈呈の役を務めました。共に、父

親が明治

“

年 (1911)の アメリカ遠征チームのメン

バーで、早稲田―シカゴlCXl年の交流の証しとして選

ばれたのです。

現在、早稲田大学野球部は全日本大学野球選手権の

チャンピオンチームで、東京六大学でも三連覇中で

す。まさに、学生野球界の頂点にありますが、その歴

史を振り返るとき、シカゴ大学との交流の成果を忘れ

ることは出来ないのです。

シカゴ大学 (■c U� vesity ofChcago)は 、ノーベル

賞の受賞者が81人 に達するなど、数多くの人材を輩

出しているアメリカを代表する名門大学です。

明治43年 (1910)シ カゴ大学との野球交流を実現

したのは、学生野球の父・安部磯雄先生 (目黒稲門会

員安部幾雄さんの祖父)で した。当時シカゴ大学はア

メリカ中東部の強豪で、安部先生はこのチームの指導

を受け、早稲田チームをわが国のトップに育てること

を意図されたのです。

この結果、5年ごとに相手チームを招聘することに

なり、明治

“

年に早稲田チームがアメリカに遠征し

ました。桑野夫人の父三神吾郎氏と私の父八幡恭助

は、この遠征チームの一員だつたのです。(詳 しくは

目黒稲門会会報2008年特集号「集まり散じて人は変

われど・・・」をご一読ください)

アメリカ遠征は5ケ 月間におよび、シカゴ大学との

3試合を含み、スタンフォード大学、カリフォルニア

大学などと53試合を行いました。この間シカゴ大学

のページ監督が、チームに付き添い指導をしてくれた

ことも特記すべきことです。父恭助はページ監督への

感謝を終生忘れず、その人柄を慕っていました。

添付の「はがき」は、ページ監督を含むシカゴ大の

選手達から、父恭助宛に1916年 に届いたものです。帰

国後も両チーム選手の友情が続いていたことの証だと

思います。

今回の交流戦は3試合行われ、早稲田チームの 3勝

(15-Ю 8-1 1∈Ю)で した。最終試合後のサヨナ
ラパーテイーで、シカゴ大学のブリアン監督は「自分

は、アメリカ学生野球に20年携わつてきたが、いまの

早稲田は世界でも一流の水準だ。・」と感想を述べて

いました。日本流に言えば隔式合に勝つた早稲田は、百

年の恩を返えした」ことになるのでしょう。

パーテイーの席上で会った両校の選手たちは、皆素晴

らしい若者たちでした。ネL儀正しくさわやかで、心地よ

い感動を与えてくれたことを報告したいと思います。

なお、安部幾雄さん、桑野さんに私。シカゴ大学と

の交流に関係した家族が、いずれも日黒稲門会員であ

ることも不思議な縁です。

今後も両チームの交流が続き、早稲田大学とシカゴ

大学の友情がより深まることを期待してペンを置きた

いと思います.

『素晴らしき技能を磨く若者たち』
中上美代子 (昭和 61年 文)

オリンピックというと私達は、走る、泳ぐ、滑る、蹴

る、投げると、さまさ
゛
まなスポーツを思い浮かべる。し

かし、もうひとつ、とてつもなく感動するオリンピッ

クがある。それは「技能オリンピック」という素晴ら

しいイベントである。正式名「技能五輪国際大会」。な

んと最初の国際大会は 19_50年 とのことで、世界情勢に

もよるが、ほぼ毎年開催されているようである。

しかし、これまでメデイアがあまり報道してこな

かったため、ほとんど知られないで終ってしまってい

た。しかし、昨年 (2CX17年 )H月 に静岡県沼津市で、
22年ぶりに日本で開催されたとのことでもあり、今

回はNHKテ レビが放映した。今回は日本が「金」メ
ダルの数世界一であった。喜ばしいことである。かつ

て 1970年代から90年代前半まで、日本は常に上位を

占め、圧倒的強さを誇っていた。しかし、近年は成績

が低迷していたのである。その背景には、日本の製造

業が抱えるさまざまな問題があり、技能の継承が進ま

ないという事情があつた。高度な技能の習得には現場

の基礎的な技術が必要なのであろうが、企業なども効

率化優先で工場の海外移転を進めた結果、国内の技能
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が低下し続けたということ力'こ
こ数年の成績低迷の原

因であつた。

今回は、NHKで 1997年のスイス大会の記録も放
映された。「10CX3分の 1ミ リに挑む」と題した記録で、

若き技能者のレベルの高さに大いに感動した。このと

きも、日本の選手は「金」を手にしたが、それにもま

して、驚くべきは、「課題図面の誤りを正した」とい

う事態である。つまり、当時のこの選手はなんと、手

をつける前に「頭の中で製品を作っていた」というこ

とを意味するものであった。精密機械工作組立、機械

の製作には、まず設計者が図面を書き、その課題図面

を基に部品を作り、組み立てていく。設計の意図を読

み取り、技能者の経験と知恵を各部品に付加してい

く。日本選手は、この技能を完全に成し遂げていたと

いうことを証明していた。素晴しき技能である。日本

の繁栄を支えてきた工業生産は、このような多くの無

名の技能者の経験と知恵によって支えられてきた。し

かし、社会も企業も彼らの貢献に対して、どれだけの

評価をしてきたであろうか。今こそ、国を挙げての技

能者育成、技能者奨励が求められる。先達のこれらの

素晴らしい技術を継承させるということ、また活用す

るということを改めて私達は考えるべきであろう。

かつて日本企業の製造現場にいた人で、技能オリン

ピックに全身全霊を傾け、優勝した経験を持つ人の言

葉が珠玉のように輝く。その言葉は「原点は人づくり

である。企業内の規律や社会人としてのたしなみも含

み、親方や先輩の知恵を生かすこと、それを徹底的に

学ぶということ」とのことである。伝統や文化を伝え

ることも、また技術を継承させることも、教える世代

と学ぶ世代の葛藤で美しき花が咲くのであろう。

今回感動を与えてくれた若者たち、こんなにも輝い

ている若者たちがいる日本は、まだまだ見捨てたもの

ではないようである。

『痛い怪我も貴重な経験』
小杉 哲 (昭和 41年 理工)

それは突然やつてきた。正月早々の 1月 3日 、夕方

から友人と会食の予定があり、昼食は簡単に済まそう

と家内と都立大学駅に向かった。行きつけのスーパー

の駐車場に車を停め、両手をポケットに突っ込んで

(これは後で判明したことだが)ス タスタと歩いてい

たところ、都立大学駅前の信号のところでつまずいて

倒れてしまった。一瞬何が起きたのか分からない状態

だったが、痛くて全く立ち上がれない。地べたに5分

ほど座り込み、やっとのことで近くのオープンテラス

風カフェの外に出ている椅子につかまって這い上がる

感じで座った。私事で恐縮だが、小生の次女は麻酔医

の駆け出しで、その亭主は整形外科医をしている。普

段はあてにもしていないが緊急事態なので次女に電話

した。顛末を話すと、靭帯を痛めたのではとの軽い話

だった。まだ正月三が日で病院はどこも閉まっている

と思い、かかりつけの東京医療センターの救急に電話

して整形外科医の当直が居ることを確認し、予約を

とった。

全く歩行できないこのような場合、救急車を呼ぶの

が普通らしいが、当日朝のニュースで救急車の需要が

増えすぎ困つていると聞いたばかりなので、駅前にい

たタクシーでスーパー駐車場まで行き、家内の運転で

東京医療センターに向かった。何しろ全く立ち上がれ

ない状態で、車に乗るのも一苦労なら、車から救急受

付へも車椅子でやつとの思いでたどりついた。

待つこと数十分、先ずレントゲン撮影。その結果を

見た医師 (卒業後2年目の女医で後々小生の主治医と

なる)に即入院を告げられる。病名は膝蓋骨骨折とか

で手術が必要とのこと。これは通称 剛黍のお皿』力浩l

れたもので、小生の場合粉々になっていると言われた。

それから一週間が最も痛かつた。病院の都合で手術

は1月 10日 に決定。 痛み止めの薬はくれたがほとん
ど効かず、足は付け根まで石膏のギプスで固められ、

寝返りを打つことも出来ず、なんとか車椅子で行ける

トイレでも悪戦苦闘した。気分転換はテレビとパソコ

ンで、入院初日からノートパソコンを携帯電話に繋い

でメールやホームページの閲覧等を行って痛さを紛ら

わせた。ベッドの下に物を落とすと一大事で、簡単に

は拾えない。そのためにロボットアームのような道具

を病院の売店で購入した。

手術は準備も含め約2時間。 局部
麻酔のため主治医たちといろいろ話し

た。次女と同じ年齢の主治医には、娘

さん夫婦にお願いしたほうが良いので

はと冗談を言われた。長年の飲酒で麻

酔麻痺 (?)しているためか麻酔の効

きはあまりよくなかったが、痛みも無

く手術は終了した。手術後レントゲン

写真を貰つたが、割れたお皿を針金

(ワ イヤ)でがんじがらめに固定した

感じで、非常に痛々しいものであつた。それを見せ

ると大抵の人は非常に驚き、また同情してくれる。

手術二日後にはもうリハビリの開始となった。当然

骨はまだ固まっておらず骨折部位も痛いが、それ以上

に筋肉が痛く感じた。約 10日 間ギプスをして動かさ

なかっただけだが膝はかなり曲がらなくなっていた。

最初の日は膝が85度 しか曲がらなかった。大きな分

度器で測るのだが、毎日5度ずつ改善するように言わ

れて、痛いのを我慢して曲げるように努力した。お陰

で退院時には150度まで曲がるようになっていた。

整形外科病棟は命に別状無い人が多いためか、1ヒ較
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的明るい雰囲気で患者同士雑談の輪が広がっていた。

手の怪我等であれば通院治療で済むので、入院患者は

ほとんどが足関係の患者であった。最初はぎこちな

かった車椅子の操作も、退院前にはマスターした。車

椅子で移動すると、日線の高さが低いことだけでな

く、今まで感じたことのない自分に対する人々の接し

方に、未知の世界に入ったような感じさえした。

手術後約4ケ 月経過した現在、階段の上り下りには

若干苦労するが、車の運転や平地歩行に大きな問題は

ない。但し、前述の通リワイヤが入っており、膝は肉

が薄いのでワイヤが上から透けて見える。また、歩行

時にはワイヤが引つかかるような感じもする。三ヵ月

後位に再手術してこのワイヤを除去することとなって

いる。その手術後一ヶ月程度でいわゆる全治となるの

で、今回の痛しЧ丑我は全治 7ケ 月ということになる。

世の中には人を慰めるのがうまい人が多い。小生が

入院してうなっている時にも、足の怪我で良かったと

慰められた。転んだ時に頭部を打つて再起不能となっ

た人の話しを聞かされ、不幸中の幸いだったと小生も

自分に言い聞かせることとした。ここ45年 ほど酒を

飲まない日はほとんど無いが、疲れきっていた肝臓に

休養を与える良い機会ではないかと言った人も居た。

会社務めの現役時代であつたなら、この痛しJ蚤我は

ものすごく大きな痛手で自分自身を惨めに感じていた

と思うが、自由気ままで時間が有り余った現在の生活

では、痛しン怪我を他人に大げさに話したりこんな文章

を書いたりして、貴重な経験とエンジョイすらしてい

る自分を不思議に思う今日この頃ではある。

『私の定年後と読書・図書館利用の楽しみ』
松尾洋一 (昭和 40年 政経)

21世紀を迎える節目の時期に、私はハイエルダー

ルの “コンテイキ号探険記"、 アーサー・クラークの

“2CX11年宇宙の旅"シ リーズや塩野七生の “ローマ人

の物語"等の読書で自然・科学と歴史を振り返つた。
また6Cl歳になって得た権利で初めて見た千円映画は

“たそがれ清兵衛"であったのを覚えている。 その
四ケ月後 今は亡き慶応ボーイだった父の介護もあり
(雇用保険受給後直ちに厚生年金保険が満額受給でき

る状況にあつたので)私は希望して定年退職した。
92歳で要介護になった父も私の退職後 1年余りで

94歳の生涯を終えた。 その後一人娘夫婦の同意も
得られたので、共同住宅として我家の建て替えを計

画、終の棲家を完成する。諸先輩の中では若輩者だ

が、旧宅の片付け (特に父と2人分の本の整理)、 仮

住いへの往復の引越しにはホトホト疲れ果てた。

一段落すると義兄と義母の葬儀が続く。 特に私よ
り1歳下の義兄は一昔前“青年海外協力隊"と してマ

ダガスカルで養鶏事業を指導していた技術者で、見舞

いに行った時は元気に話し、海外旅行のパンフレット

を見て一緒に行こうと強い握手をした翌日の死であっ

た。 義母はグループホームを変わったばかりで 89
歳だつた。

定年6年目を迎え、その間目標としていた四国遍路

や歌舞伎見物、海外旅行等を実行してきたが、一番気

に入っているのが目黒区立図書館の利用である。

現役の時は実は一度も利用した事がなかったがイン

ターネットで新刊書の注文、延長が出来るという優れ

たシステムである。 新聞・雑誌で気に入った新刊書
を見つけると直ぐに申込みをする。 特に “シス
テイーナ礼拝堂とミケランジェロ"の ような豪華本の

一番予約出来た時は満足感に浸れるЭ ただし古い名
作等で是非読みたい、読み直したい時だけは本屋で購

入することにしている。 発刊後 10年以上の本は大
分汚れていることが多いからである。

近頃の日本のように贅沢にそして便利になり過ぎ、

やたら効率アップが叫ばれたりする様を見ていると日

本の自然・風土・環境を好み、ケルトの妖精や幽霊が

問いかけるように、弱き者、小さな生き物、昆虫、草

木にいたるまで愛情を注いだラフカデイオ・ハーンに

限りない浪漫を感じる。 様々な植物や動物が人間と
共存している「里山」の環境を護ってゆきたい。

グラバー邸で有名な、幕末から維新にかけ一面は死

の商人でも 明治に入り海運・造船・炭鉱・ビールと
三菱財閥に貢献したトーマス・グラバーは死の直前ま

で普段通り元気に生活し急逝した。 寿命が尽きた時
は “ピンピンコロリ"が私の理想である。

ホームページ (HP)便 り
長年なれ親しんだHPではありますが、皆様のご意

見もおうかがいしてより見やすいものへと4月 1日 に

変更しました。更新されたページはトップページで

すぐ分かります。各ページを見ても全体構成が表示さ

れ続けるように、所謂フレーム構造を採用しました。

(/1ヽ本多  言己)

後 記

熱海・小田原のウォーキングに参加してその寄稿文

に拙句を載せましたが、目黒稲門会には俳句愛好の方

が多くおられると聞き及んでおります。

これまで温めてきた作品がございましたら、投稿を

お待ちしております。作句時の思いのコメントと共に

会報の一角に掲載することを企画しております。

(梶 記)
今号は会員の皆様の力作寄稿が多く、なんと予定の

8ページを軽く越える嬉しい悲鳴となって仕舞いまし

た。この結果、寄稿を御願いしたにも関わらず一部を

次号に譲つて頂く御願いをする羽目になり、ご迷惑を

お掛けしたことをお詫び申し上げます。

これらは次号カラー版に登場致しますので、ご期待

下さい。              (月 長部 記)
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